
　
県
立
兵
庫
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
兵
庫
県
の
成
り
立
ち
や
魅
力

を
紹
介
す
る
博
物
館
「
ひ
ょ
う
ご
は
じ
ま
り
館
」
が
24
日
㈭
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
開
館
し
た
兵
庫
県
庁
舎
の
復
元
施
設
「
初
代
県
庁

館
」
と
合
わ
せ
、
つ
い
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
。
歴
史
フ
ァ
ン
は

も
ち
ろ
ん
、
親
子
連
れ
や
若
い
カ
ッ
プ
ル
も
楽
し
め
る
施
設
で
、

休
日
を
中
心
に
開
館
記
念
行
事
も
催
さ
れ
ま
す
。
長
い
歴
史
を
今

に
伝
え
る
史
跡
が
点
在
す
る
兵
庫
津
へ
、
こ
の
機
会
に
足
を
運
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　
は
じ
ま
り
館
で
は
幅
13
㍍
、
高
さ
３
㍍
の
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
シ

ア
タ
ー
」
で
県
内
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
映
像
で
紹
介
。
江
戸
時
代

に
摂
津
名
所
の
一
つ
と
さ
れ
た
「
兵
庫
生い
け
す洲
」
を
Ｃ
Ｇ
映
像
で
再

現
し
た
「
い
け
す
d
e
タ
ッ
チ
！
」、
古
写
真
に
写
り
込
ん
で
自

撮
り
で
き
る
「
ひ
ょ
う
ご
今
昔
」な
ど
、「
見
て
」「
聞
い
て
」「
触

っ
て
」
楽
し
む
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
で
遊
べ
ま
す
。

　
開
館
記
念
展
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
1
8
6
8
―
ひ
ょ
う
ご
は
じ
ま

り
の
時
―
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
協
会
で
は
こ
れ
に
あ
わ
せ
て

特
別
鑑
賞
講
座
を
実
施
し
ま
す
。※
詳
細
は
２
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
所
在
地
】
神
戸
市
兵
庫
区
中
之
島
２
丁
目
１
―
17

【
観
覧
料
】開
館
記
念
展
開
催
中
は
両
館
共
通
で
一
般
６
０
０
円

（
友
の
会
会
員
は
４
５
０
円
）。
通
常
は
一
般
３
０
０
円
（
友
の
会

会
員
は
２
０
０
円
）
※
70
歳
以
上
の
方
は
一
般
料
金
の
半
額

【
開
館
時
間
】
９
時
〜
17
時

【
休
館
】
月
曜
日
（
週
休
日
は
翌
日
）、
年
末
年
始

新進芸術家に発表の場を‼ 兵庫県民会館けんみんホールで開催‼新進芸術家に発表の場を‼ 兵庫県民会館けんみんホールで開催‼

新進芸術家育成プロジェクト・新進芸術家育成プロジェクト・
リサイタルシリーズリサイタルシリーズ

令和 4年 11月 1日（毎月1回1日発行）⑴ すずかけ・11月号 第425号

■…今月の色は「蒲葡：えびぞめ」

題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

兵庫県芸術文化協会

(公財）兵庫県芸術文化協会文化振興部

編集・発行人／西上三鶴
（公財）兵庫県芸術文化協会理事長

https://hyogo-arts.or.jp

〒650-0011 
神戸市中央区下山手通４丁目16番3号
（兵庫県民会館内）☎078-321-2002

フェイスブック

ユーチューブ

動画配信は
こちらをチェック！

ツイッター

インスタグラム

SNS
やっています！

ソーシャル
ネットワーク
サービス

● 発行所 ●

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
　
友
の
会
に
つ
い
て

生
活
文
化
大
学
各
講
座
の
受
講
料
、
特
典
施
設
で
の
割
引
な
ど
お
得

が
い
っ
ぱ
い
の
友
の
会
は
、
年
会
費
３
０
０
０
円
（
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
1
年
間
）
で
す
。
※
年
度
途
中
か
ら
の
ご

入
会
で
も
３
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化
振
興
部
（
☎
０
７
８

・
３
２
１
・
２
０
０
２
）

詳しくはHP

◇　
◇　
◇

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
：
兵
庫
県
民
会
館
１
階
フ
ロ
ン

ト
（
当
協
会
友
の
会
会
員
の
方
は
１
割
引
。
会
員
証
を

ご
提
示
く
だ
さ
い
）

12月

Ｖ
ｏ
ｌ
．
53

鳥
居
大
輔
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
12
月
23
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
鳥
居
大
輔

鳥
居
大
輔
＝
兵
庫
県
立
西
宮
高
等
学
校
音
楽
科

卒
業
後
、
東
京
音
楽
大
学
ピ
ア
ノ
演
奏
家
コ
ー

ス
へ
特
別
待
遇
奨
学
生
と
し
て
入
学
。
同
大
学

卒
業
。国
内
外
で
の
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
歴
多
数
。

鳥居大輔

ま
た
高
校
在
学
時
に
、兵
庫
県
よ
り
『
ゆ
ず
り
は
賞
』

を
授
与
さ
れ
る
。
現
在
、
全
国
各
地
で
様
々
な
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
る
。

【
予
定
曲
目
】
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ

第
12
番
O
p
.
2
6
﹇
葬
送
﹈、
シ
ョ
パ
ン
／
バ
ラ

ー
ド
全
曲
ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
松
井
博
士
（
小
原
流
）

　
日
本
を
代
表
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
や
首
席
奏
者
な
ど

屈
指
の
演
奏
家
を
集
結
さ
せ
た
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
西
宮
市
の
県
立
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
す
。

　
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
演
奏
家
た
ち
で
つ
く
る
夢
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
、
ヴ
ィ

ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
音
楽
の
名
手
」
の
意
味
。
全
国
選
抜
の
オ
ー

ル
ス
タ
ー
が
顔
を
合
わ
せ
る
今
回
は
、
世
界
が
注
目
す
る
11
歳
の
天
才
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
・
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
が
芸
文
セ
ン
タ
ー
に
初
登
場
し
ま
す
。
若
手
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
の
登
竜
門
と
な
る
リ
ピ
ン
ス
キ
・
ヴ
ィ
エ
ニ
ヤ
フ
ス
キ
国
際
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
史
上
最
年
少
で
特
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
、
世
界
的
指
導

者
が
「
並
外
れ
た
才
能
と
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
高
い
技
術
」
と
感
動
す
る
天
賦

の
才
を
目
の
当
り
に
す
る
チ
ャ
ン
ス
！　
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
２
０
２
３
年
１
月
４
日
㈬
開
演
16
時
30
分
（
開
場
15
時
45
分
）

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
、
指
揮
／
大
友
直
人
、
管
弦
楽
／
ジ

ャ
パ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
プ
レ
ト
ー

ク
／
三
枝
成
彰
（
16
時
15
分
〜
）

【
曲
目
】
Ｗ
．
Ａ
．
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
交
響
曲
第
41
番
ハ
長
調
K
．
5
5
1
「
ジ

ュ
ピ
タ
ー
」、
Ｈ
．
ヴ
ィ
エ
ニ
ャ
フ
ス
キ
／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
番
嬰
ヘ

短
調
作
品
14
よ
り
第
１
楽
章
、
Ｆ
．
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
／
交
響
曲
第
４
番
イ

長
調
作
品
90
「
イ
タ
リ
ア
」

【
入
場
料
】
Ｓ
席
６
０
０
０
円
、
Ａ
席
５
０
０
０
円
、
Ｂ
席
４
０
０
０
円
（
Ｃ
席

及
び
D
席
は
売
切
）

【
申
込
み
】
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
チ
ケ
ッ
ト
オ
フ
ィ
ス
☎
０
７
９
８
・
６
８
・
０

２
５
５
（
10
時
〜
17
時
・
月
曜
休
み
・
祝
日
の
場
合
翌
日
）

ＨＩＭＡＲＩ

トップクラスの

演奏家が集結！

大友直人

三枝成彰

全
日
本
選
抜
の

オ
ー
ル
ス
タ
ー
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「
ひ
ょ
う
ご
は
じ
ま
り
館
」

24
日
、開
館
へ

グランドオープングランドオープン！！
「見て「見て」」「聞いて「聞いて」」「触って」「触って」

楽楽しむしむ体験型博物館体験型博物館

第第3434回全国手工芸コンクー回全国手工芸コンクールル
in ひょうご

兵庫県婦人手工芸協会会員創作展も

11日から、原田の森ギャラリーで

名手たちの交響楽団名手たちの交響楽団
ニューイヤーコンサートニューイヤーコンサート

ⓒHitoshi IwakiriⓒHitoshi Iwakiri ⓒRowland KirishimaⓒRowland Kirishima

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

チ
ケ
ッ
ト
を
抽

選
で
５
組
10
人
に
。
応
募

方
法
は
本
紙
２
面
。
11
月

10
日
㈭
必
着
。

外観南西

県
立
兵
庫
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　「全国手工芸コンクール」が原田の森ギャラリーで開催されます。
　全国から寄せられた186点が一堂に展示されます。同会場では「兵庫県婦人手工芸協
会会員創作展」も開催されます。
　女性のふだんの生活の中から創り出された、心のぬくもりが伝わる作品をぜひ、ご
覧ください。（２面に関連記事）

◇　　　　　　◇
【会期】11月11日（金）～13日（日）
【開館時間】10時～17時（最終日は
15時まで）
【観覧料】無料
【場所】原田の森ギャラリー本館
２階大展示室（神戸市灘区原田通
3‐8‐30）
【問い合わせ】当協会「手工芸コ
ンクール」係☎078 ･ 321 ･ 2002 昨年の展覧会の様子。工夫を凝らした作品の数々が

来場者の目を楽しませました

ふれあい文化の祭典

読者プレゼント 公演チケッ
トを 3組 6人に。

会員特典　公演に友の会会員をご
招待。5組10人に。※いずれも応
募多数の場合は抽選。応募方法は
本紙 2面。11月10日㈭必着



■第 33回 MOA美術館神戸児童作品展〈2階〉
児童画約100点

■日本生花司 松月堂古流神戸支部 いけばな
展〈2階〉　いけばな約 45瓶
■第 37回 柏樹会日本画展〈2階〉日本画約100点
■第22回 カメラで散歩写真教室 作品展〈2階〉
　写真約 70点

■第 5回 妙香寺写仏会合同作品展〈2階〉
　白描仏画･彩色仏画約 30点

■ 林靜佳と墨を楽しむ会展〈1階〉
　水墨画 /墨彩画等約 50点

■兵庫県書作家協会 特別展―日常の書展〈1
階〉　書約 60点
■書道芸術文化団体 愛前会展〈2階〉書約100点
■第 15回 共楽会展〈2階〉　洋画約 50点
■ユネスコ支援 平山郁夫 版画展〈2階〉版画約40点
■モロゾフ友の会展〈1階〉　絵画･小物等約 50点

■兵庫県民会館ロビーコンサート　小原彩乃
ハープコンサート　出演：小原彩乃
■兵庫の工芸壁面を飾る
　兵庫県工芸美術作家協会会員4人による小作品展7点

■太陽の郷 陽ノヒカリ展～にじいろせかい～
〈障害者アートギャラリー〉洋画・工芸・デザイン約15点
■第 12回神戸市シルバーカレッジ写真クラブ
ＯＢ会作品展〈東館1階〉　写真約110点
■高橋重幸個展 estoy vivo- 生きる -〈東館2
階〉　洋画約 30点
■第 14回游藝展〈本館1階〉　書約 400点
■第 6回嚶嚶展〈本館2階〉　書約1000点
■ 2022 兵庫県写真作家協会展 第 55回兵庫県
写真作家協会公募展 入賞・入選作品展〈本館
1階〉　写真約 250点
■ 2022 神戸新世紀秋季展 公募〈東館1・2館〉
　洋画約 60点

■第 34回全国手工芸コンクール in ひょうご
〈本館2階〉　工芸約 200点
■兵庫県婦人手工芸協会会員創作展〈本館2
階〉　工芸約 35点
■第 6回耕ノ会展〈東館2階〉　日本画約 25点
■第 46回兵庫県高等学校総合文化祭　写真部
門展〈本館1階〉　写真約 200点
■第 46 回兵庫県高等学校総合文化祭書道展 
兼 第 68回兵庫県高等学校書道展〈本館2階〉
書約400点

■第 39回兵庫県高等学校書道教員展〈東館1
階〉　書約 60点
■ルナ・フローラ創立 55 周年記念展 2022 ジュ
ンコ人見のはなクラフト〈東館1階〉工芸約 50点
■日本共産党兵庫県文化後援会第 14回作品展
〈東館2階〉　絵画・書・工芸他約100点
■第 45回一東書道会全国書道展〈本館1・2階〉
書約500点

■ id  ’22〈東館1階〉　洋画・デザイン他約100点
■こぶしの会展〈東館2階〉　水彩画約 42点

■横尾さんのパレット
　 展示室をパレットに見立てたインスタレーションでヨコオ
ワールドを再構築

■開館30年特別展「竹中郁と小磯良平―詩人
と画家の回想録―」
　　　5組 10人にチケットプレゼント。締切11/10 ㈭必着

■「中辻悦子　起・承・転・転」
　　　10組 20人にチケットプレゼント。締切11/10 ㈭必着

■「川西英　～三つの百景」
　　　5組 10人にチケットプレゼント。締切11/10 ㈭必着

記載の【友の会割引あり】は、原則として兵庫県芸術文化協会友
の会会員、ご本人様のみ適用

催物情報催物情報 イ ベ ン ト ガ イ ドイ ベ ン ト ガ イ ド

兵庫県民アートギャラリー　☎０７８・３２１・２１３１  ※入場無料

11月5日㈯～6日㈰

11月5日㈯～6日㈰

11月9日㈬～13日㈰
11月10日㈭～13日㈰

11月10日㈭～ 13日㈰

11月11日㈮～ 13日㈰

11月16日㈬～ 20日㈰

11月18日㈮～ 20日㈰
11月23日（水・祝）～ 28日㈪
11月25日㈮～ 28日㈪
11月26日㈯～ 28日㈪

11月12日㈯ 14 : 00 ~ 14 : 30

～ 11月29日㈫

～ 12月25日㈰

11月1日㈫～6日㈰

11月3日㈭～6日㈰

11月4日㈮～6日㈰
11月4日㈮～6日㈰
11月9日㈬～13日㈰

11月9日㈬～13日㈰

11月11日㈮～ 13日㈰

11月11日㈮～ 13日㈰

11月17日㈭～ 20日㈰
11月18日㈮～ 20日㈰

11月18日㈮～ 20日㈰

11月18日㈮～ 20日㈰

11月23日（水・祝）～ 27日㈰

11月23日（水・祝）～ 27日㈰

11月26日㈯～ 27日㈰

11月29日㈫～ 12月4日㈰
11月29日㈫～ 12月4日㈰

～12月25日㈰
※入場料 700円ほか【友の会割引あり】

～12月18日㈰
※入場料1000円ほか【友の会割引あり】

11月1日㈫～ 1月22日㈰
※入場料 400円ほか【友の会割引あり】

～12月25日㈰
※入場料1000円ほか【友の会割引あり】

原田の森ギャラリー　☎０７８・８01・１５９１  ※入場無料

プレゼントのご応募について
①希望プレゼント名 ②〒住所 ③氏名 ④電話番号 ⑤友の会会員の方は会員番号
⑥ご意見・ご感想を明記し、ハガキかFAXで送付。
＊ 応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
＊ 応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発送・関連する
お問い合わせのみに利用いたします。

〒650‒ 0011 神戸市中央区下山手通4‒16‒3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係　FAX 078-321-2139

横尾忠則現代美術館　☎０７８・８５５・５６０７

ひょうごアーティストサロン　☎０７８・３２１・２００５  ※入場無料

神戸市立小磯記念美術館　☎０７８・８５７・５８８０

BBプラザ美術館　☎０７８・８０２・９２８６

神戸ゆかりの美術館　☎０７８・８５８・１５２０

　
冠
婚
葬
祭
か
ら
日
常
の
マ
ナ

ー
な
ど
の
書
式
と
表
書
き
、
時

候
の
あ
い
さ
つ
や
手
紙
な
ど
、

兵
庫
県
書
作
家
協
会
会
員
に
よ

る
毛
筆
や
硬
筆
の
作
品
を
紹

介
。
年
賀
状
、
暑
中
見
舞
い
、

寒
中
見
舞
い
、
喪
中
は
が
き
、

慶
弔
の
金
封
、
祝
辞
な
ど
約
60

点
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
16
日
㈬
〜
20
日

㈰
10
時
〜
17
時
（
最
終
日
16
時

ま
で
）

【
場
所
】
兵
庫
県
民
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
特
別
展
示
室
（
兵
庫

県
民
会
館
１
階
）

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化

振
興
部
（
☎
０
７
８
・
３
２
１

・
２
０
０
２
）

新
進
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
の
育
成
・
支
援
事
業

兵
庫
県
書
作
家
協
会
特
別
展

日
常
の
書
展

　
今
回
の
展
覧
会
特
別
鑑
賞
講

座
は
、
ひ
ょ
う
ご
は
じ
ま
り
館

の
施
設
の
解
説
や
、
開
館
記
念

展
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
１
８
６
８

―
ひ
ょ
う
ご
は
じ
ま
り
の
時

―
」
の
見
ど
こ
ろ
を
、
担
当
学

兵
庫
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
記
念
展
で

12
月
15
日
、特
別
鑑
賞
講
座
を
開
催

生活文化大学
〈短期講座〉

芸
員
な
ら
で
は
の
視
点
を
交
え

て
、
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し

ま
す
。
兵
庫
津
の
歴
史
、
独
自

の
過
程
を
た
ど
っ
た
兵
庫
県
の

成
り
立
ち
、
変
化
、
多
様
性
に

富
ん
だ
兵
庫
五
国
の
魅
力
に
つ

い
て
解
説
後
、
ゆ
っ
く
り
と
展

覧
会
を
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
す
。

　
兵
庫
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
展

覧
会
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

学
芸
員
か
ら
詳
し
い
説
明
を
受

【
日
時
】
12
月
15
日
㈭
14
時
〜

15
時
30
分

【
場
所
】兵
庫
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

【
受
講
料
】
一
般
４
０
０
円
、

友
の
会
会
員
３
０
０
円
（
開
館

記
念
展
チ
ケ
ッ
ト
代
を
含
む
）

【
定
員
】
60
人
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化

振
興
部
☎
０
７
８
・
３
２
１
・

２
０
０
２

第
18
回
手
工
芸
巡
回
展

16
日
、川
西
市
立
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
わ
に
し

巡
回
展
を
開
催
し
ま
す
。
全

国
手
工
芸
コ
ン
ク
ー
ル
in
ひ
ょ

う
ご
の
上
位
特
別
受
賞
作
品

と
、
兵
庫
県
婦
人
手
工
芸
協
会

会
員
作
品
を
あ
わ
せ
て
展
示
会

を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
16
日
㈬
〜
19
日

㈯
10
時
30
分
〜
17
時　
＊
初
日

は
11
時
か
ら
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
、11
時
30
分
開
場
。

最
終
日
は
16
時
ま
で

【
場
所
】
川
西
市
立

ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
わ
に

し
（
川
西
市
栄
町
20

番
１
号
「
川
西
能
勢

口
」
駅
舎
１
階
）

【
問
い
合
わ
せ
】
兵

庫
県
婦
人
手
工
芸
協

会
☎
０
８
０
・
５
３

０
５
・

７
９
０
２

（
大
竹
）

昨年に西脇市で開催された巡回展

申込方法
　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
①
講
座
名
（
12
／
15
兵
庫

津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
鑑
賞
講
座
）

②
お
名
前
③
会
員
の
場
合
は
会
員
番

号
④
携
帯
電
話
番
号
を
明
記
し
、
当

協
会
（
〒
６
５
０
‐
０
０
１
１
神
戸

市
中
央
区
下
山
手
通
４
‐
16
‐
３
）

ま
で
郵
送
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

締
切
は
11
月
18
日

㈮
必
着
。

け
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
特
徴
で
、

兵
庫
県
が
歩
ん
だ

道
の
り
や
形
成
さ

れ
た
文
化
を
よ
り

深
く
、
よ
り
楽
し

ん
で
頂
け
る
講
座

で
す
。

【
講
師
】
多
賀
茂

治
（
兵
庫
津
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
学
芸

員
）、
加
納
亜
由

子
（
同
）
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【
台
本
・
作
曲
】
林
光

【
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
】

吉
川
和
夫

【
指
揮
】
沼
尻
竜
典
（
び
わ
湖

ホ
ー
ル
芸
術
監
督
）

【
演
出
】
中
村
敬
一

【
出
演
】
清
水
徹
太
郎
、
中
嶋

康
子
（
26
日
）
ほ
か
、
び
わ
湖

ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

ピ
ア
ノ
／
渡
辺
治
子
、
管
弦
楽

／
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽

団
（
室
内
管
弦
楽
編
成
）

【
日
時
】２
０
２
３
年
３
月
25
日

㈯
、
26
日
㈰
、
各
日
14
時
か
ら

【
場
所
】
阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
A
席
５
０
０
０
円
、

Ｂ
席
４
０
０
０
円
、
小
学
生
〜

18
歳
２
５
０
０
円

兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
８
・
６
８
・
０
２
５
５

日
本
オ
ペ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
３

森
は
生
き
て
い
る

　
世
界
中
で
愛
さ
れ
る
名
作
劇

を
原
作
に
し
た
日
本
語
オ
ペ

ラ
。
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
作

曲
家
・
林
光
が
親
し
み
や
す
い

メ
ロ
デ
ィ
と
輝
く
よ
う
な
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
音
色
で
描
き
、
長

年
、
日
本
各
地
で
上
演
さ
れ
て

き
た
傑
作
で
す
。
物
語
は
、
雪

深
い
森
を
舞
台
に
個
性
豊
か
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
織
り
成

す
、
あ
た
た
か
く
も
神
秘
的
な

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
指
揮
は
び
わ

湖
ホ
ー
ル
芸
術
監
督
を
務
め
る

沼
尻
竜
典
、
演
出
は
様
々
な
作

品
で
引
く
手
あ
ま
た
の
中
村
敬

一
が
担
当
。
そ
し
て
関
西
で
目

覚
ま
し
い
活
躍
を
す
る
歌
手
た

ち
が
出
演
し
、
う
つ
く
し
い
舞

台
を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

【
原
作
】
サ
ム
イ
ル
・
マ
ル
シ

ャ
ー
ク
、
訳
：
湯
淺
芳
子

チケットを購入されるお客様へ
新型コロナウイルス感染防止対策にご理解
とご協力をお願いいたします。 
※マスクを着用されていない方はご入場で
きません（マウスシールド不可）。 
※37.5℃以上の発熱がある方は入場をお
断りさせていただきます。 
※来場者情報を把握するため、芸術文化セ
ンターでのチケットのご購入は芸術文化
センター先行予約会員の登録（無料）が
必要です。 お一人様4枚（「お豆腐狂言会」
は 2枚）までとさせていただきます。
※掲載の情報は、やむを得ない事情によ
り、中止・変更になる場合がございま
す。最新の情報につきましては、当セン
ターウェブサイト等をご確認ください。

11月12日発売

沼尻竜典

古
典
と
遊
ぶ

春
爛
漫
茂
山
狂
言
会

「
み
ん
な
で
楽
し
く
狂
言
会
」「
お
豆
腐
狂
言
会
」

　
開
館
以
来
毎
年
上
演
し
て
い

る
春
の
恒
例
「
茂
山
狂
言
会
」。

「
み
ん
な
で
楽
し
く
狂
言
会
」
は

0
歳
か
ら
家
族
み
ん
な
で
楽

し
め
る
演
目
を
取
り
揃
え
ま
し

た
。「
お
豆
腐
狂
言
会
」
は
古

典
の
名
曲
を
た
っ
ぷ
り
お
届

け
。
今
年
の
目
玉
は
小
さ
な
狂

言
師
が
大
活
躍
す
る「
靱
猿
」！

●
み
ん
な
で
楽
し
く
狂
言
会

【
日
時
】
２
０
２
３
年
４
月
２
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ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
の
運

営
す
る
「
ピ
ッ
コ
ロ
演
劇

学
校
」（
１
９
８
３
年
開
設
）

と
「
ピ
ッ
コ
ロ
舞
台
技
術

学
校
」（
１
９
９
２
年
開
設
）

で
は
、
来
年
度
の
学
校
生
募

集
に
向
け
て
、
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
両
校
で
は
、
第
一
線
で
活

躍
す
る
プ
ロ
の
講
師
陣
が
直

接
指
導
し
ま
す
。
週
２
回
、

夜
間
開
講
な
の
で
、
社
会
人

や
学
生
で
も
無
理
な
く
通
え

ま
す
。
公
立
な
ら
で
は
の
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
授
業
料
も
魅

力
で
す
。

　
演
劇
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・

バ
レ
エ
・
コ
ン
サ
ー
ト
…

　
華
や
か
な
舞
台
芸
術
を
裏

側
か
ら
支
え
る「
裏
方
さ
ん
」

の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？
ピ
ッ
コ
ロ
舞
台
技

術
学
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
実
際
に
劇
場
で

使
わ
れ
て
い
る
機
材
を
使
っ

て
、
音
響
・
照
明
・
舞
台
操

作
の
仕
事
を
体
験
で
き
ま
す
。

　
毎
年
人
気
の
バ
ッ
ク
ス
テ

ー
ジ
ツ
ア
ー
も
実
施
！
知
識

が
無
く
て
も
好
奇
心
が
あ
れ

ば
大
丈
夫
で
す
。

【
内
容
】
学
校
の
概
要
説
明
、

各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
ブ
ー
ス
を

自
由
に
体
験
、
バ
ッ
ク
ス
テ

ー
ジ
ツ
ア
ー

【
日
時
】
２
０
２
２
年
12
月

24
日
㈯
14
時
〜
17
時

【
場
所
】
大
ホ
ー
ル

【
料
金
】
受
講
料
無
料
（
原

則
高
校
生
以
上
・
要
申
込
）

　
先
着
50
名

　
普
段
の
授
業
の
一
部
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
現

役
で
活
躍
中
の
ピ
ッ
コ
ロ
劇

団
員
が
講
師
と
し
て
指
導
し

ま
す
。
ゲ
ー
ム
や
遊
び
の
要

素
を
使
い
な
が
ら
体
と
心
を

ス
ト
レ
ッ
チ
！
日
常
あ
ま
り

使
わ
な
い
筋
肉
や
感
覚
を
意

識
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
の
で
、
初
め
て
演
劇
に

触
れ
る
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

【
内
容
】
舞
台
表
現
実
習
、

学
校
概
要
説
明

【
日
時
】
２
０
２
２
年
1
月

15
日
㈰
14
時
〜
16
時
30
分

【
場
所
】
大
ホ
ー
ル

【
料
金
】
受
講
料
無
料
（
原

則
高
校
生
以
上
・
要
申
込
）

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

☎
０
６
・
６
４
２
６
・
１
９
４
０

ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
校
・
ピ
ッ
コ
ロ
舞
台
技
術
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者
募
集

ピ
ッ
コ
ロ

舞
台
技
術
学
校

ピ
ッ
コ
ロ

演
劇
学
校

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

「
飛
ん
で
孫
悟
空
」

　
孫
悟
空
た
ち
と
楽
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　
は
る
か
昔
の
物
語「
西
遊
記
」

を
思
い
な
が
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
旅
す
る
現
代
客
ご
一
行
。
そ

こ
に
現
れ
た
の
は
、
あ
の
三
蔵

中村敬一

日
㈰
13
時

【
出
演
】
茂
山
宗
彦
、茂
、逸
平
、

千
之
丞
、
島
田
洋
海

【
演
目
】
魚
説
経
、
口
真
似

【
入
場
料
】全
席
指
定
１
０
０
０

円
※
３
歳
以
上
有
料
、
３
歳
未
満

で
も
お
席
が
必
要
な
場
合
有
料
）

●
お
豆
腐
狂
言
会

【
日
時
】
２
０
２
３
年
４
月
２

日
㈰
15
時
30
分

【
出
演
】
茂
山
七
五
三
、
あ
き

ら
、
千
五
郎
、
宗
彦
、
茂
、
逸

平
、
千
之
丞
、
鈴
木
実
、
鈴
木

颯
真
ほ
か

【
演
目
】
狐
塚
、
飛
越
、
靱
猿

【
入
場
料
】
A
席
５
０
０
０
円
、

B
席
３
０
０
０
円
（
未
就
学
児

童
入
場
不
可
）

【
場
所
】
阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）
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法
師
。
お
馴
染
み
の
孫
悟
空
、

猪
八
戒
、
沙
悟
浄
も
従
え
て
奇

想
天
外
な
冒
険
の
旅
。
は
じ
ま

り
、
は
じ
ま
り
！

【
作
】
別
役
実

【
演
出
】
平
井
久
美
子
（
ピ
ッ

コ
ロ
劇
団
）

【
音
楽
】
橋
本
剛

【
出
演
者
】
吉
村
祐
樹
、
三
坂

賢
二
郎
、
風
太
郎
、
今
仲
ひ
ろ

し
、
堀
江
勇
気
、
菅
原
ゆ
う
き

ほ
か

【
日
時
】
12
月
24
日
㈯
15
時
★

12
月
25
日
㈰
11
時
／
15
時
★

★
＝
視
覚
に
障
害
が
あ
る
方
へ

の
音
声
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
あ
り

（
要
事
前
申
込
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ

ア
タ
ー
）

【
場
所
】
阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
料
金
】
一
般
3
0
0
0
円　

高
校
生
以
下
1
5
0
0
円　

セ
ッ
ト
券
（
一
般
＋
高
校
生
以

下
）
4
0
0
0
円

※
3
歳
以
上
有
料
。
3
歳
未
満
で

も
お
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
。

草心会事務局 〒658-0047 神戸市東灘区御影2‒2‒5‒601 ℡078-846-7744 理事長 阪本千楸

□会　期　令和 4年12月 3 日㈯～ 4日㈰
　　　　　　　午前10時～午後 5時 （最終日は午後 4時まで）

□会　場　原田の森ギャラリー　兵庫県立美術館 王子分館
　　　　　　〒657-0837 神戸市灘区原田通3-8-30TEL078-801-1591
　◉ 役 員 ・ 会 員 の 部

第十三回第十三回　草心会全国書展草心会全国書展

主　催／書 道　草　心　会
後　援／ 神戸市、（公財）兵庫県芸術文化協会、（公財）神戸市民文化

振興財団、神戸新聞社、兵庫県書作家協会

併催 山口南艸の書 北の大地から＝珠玉の作品五十余点＝
ファミリー展

第18回 手工芸巡回展

兵庫県婦人手工芸協会 会員創作展

手づくりの心を未来へ

【同時開催】第34回全国手工芸コンクール in ひょうご
11月11日㈮～13日㈰  10時～17時（最終日は15時まで）
■会場　原田の森ギャラリー　本館2階大展示室
■主催　兵庫県婦人手工芸協会
■後援　兵庫県・兵庫県教育委員会
　　　　（公財）兵庫県芸術文化協会
　　　　神戸市・神戸市教育委員会
　　　　神戸新聞社・ラジオ関西

【連絡先】
兵庫県婦人手工芸協会
☎080-5305-7902（大竹）

兵庫県婦人手工芸協会会員作品
全国手工芸コンクール優秀作品
11月16日㈬～19日㈯10時30分～17時
初日は11時からオープニングセレモニー、
11時30分から会場オープン、最終日は16時まで

■会場　川西市立ギャラリーかわにし
■主催　兵庫県婦人手工芸協会
■後援　兵庫県・兵庫県教育委員会
　　　　 （公財）兵庫県芸術文化協会
　　　　 川西市・川西市教育委員会・神戸市
　　　　 神戸市教育委員会・神戸新聞社・ラジオ関西
  　　　　令和4年度 ひょうごのふるさと芸術文化活動推進事業

思いやりのある優しい手工芸協会をめざして

ブリザーブドフラワー 竹田典

アクリルアート 衣笠明子



○展示パネル、室内
　照明等リニューアル
○小展示室を拡張し、
　より広く使いやすく

兵庫県民アート
ギャラリー情報
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友
の
会（
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
）た
ず
ね
歩
き

赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
「
塩
と
義
士
の
館
」

「
忠
臣
蔵
」
描
い
た
浮
世
絵
な
ど
展
示

ＪＲ播州赤穂駅

赤穂城跡

千種川

赤穂市立歴史博物館赤穂市立歴史博物館

赤穂大石神社赤穂大石神社

２50

欧
米
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て
き

た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
〝
レ
ア
も

の
〞
の
上
方
浮
世
絵
が
約
１
９

０
点
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
同
館
で
は
、
忠
臣
蔵
に
関
す

る
浮
世
絵
を
３
千
枚
以
上
所
蔵

し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
江
戸

も
の
で
す
。
常
設
展
で
順
次
展

示
し
て
お
り
、
現
在
は
尾
形
月

耕
の
「
義
士
四
十
七
図
」
が
１

月
末
ま
で
見
ら
れ
ま
す
。
学
芸

員
の
木
曽
こ
こ
ろ
さ
ん
は

「
忠
臣
蔵
は
歌
舞
伎
と
人

形
浄
瑠
璃
合
わ
せ
て
江
戸

時
代
だ
け
で
４
０
０
回
以

上
も
上
演
さ
れ
、
役
者
の

ブ
ロ
マ
イ
ド
で
も
あ
る
浮

世
絵
も
大
量
に
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
圧
倒
的
な
人
気

の
ほ
ど
が
分
か
り
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
博
物
館
を
出
て
城
跡
を

北
西
へ
歩
く
と
、
参
道
に

義
士
の
石
像
が
並
ぶ
大
石

赤穂城跡から望む歴史博物館。土蔵風の
外観が目を引く

い
る
そ
う
で

す
。

　
展
示
ス
ペ

ー
ス
の
１
階

▶赤穂市立歴史博物館＝赤
穂市上仮屋916－1。開館は
9時～17時（入館は16時半ま
で）。休館日は水曜（祝日の
場合は翌日）、年末年始（12
月28日～1月4日）。入館料
は大人（高校生以上）200円
（160円）、小中学生100円。
特別展開催中は大人300円
（240円）、小中学生150円。
（　）内は当協会友の会会員
料金。ＪＲ播州赤穂駅から徒
歩20分。☎0791･43･4600
▶大石神社義士史料館＝
赤穂市上仮屋131－7（旧城
内）。拝観は8時半～17時。
年中無休。拝観料は大人
（高校生以上）450円、小人
（中学生以下）無料。友の会
会員は220円。ＪＲ播州赤穂
駅から徒歩15分。☎0791･42･
2054

　
県
の
西
端
・
赤
穂
市
と
い

え
ば
「
赤
穂
義
士
」。
１
７

０
２
（
元
禄
15
）
年
、
大
石

内
蔵
助
率
い
る
四
十
七
士
の

討
入
り
事
件
は
今
日
ま
で
３

０
０
年
以
上
、「
忠
臣
蔵
」

と
し
て
演
じ
ら
れ
、
語
り
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅
か
ら
南

へ
。
赤
穂
城
跡
の
東
側
に
１

９
８
９
年
開
館
の
赤
穂
市
立

歴
史
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。

お
城
の
米
蔵
跡
に
建
て
ら
れ

た
と
い
う
同
館
は
、
堀
に
面

し
て
白
壁
の
土
蔵
風
建
物
が

５
棟
連
な
る
外
観
が
目
を
引

き
ま
す
。

　
赤
穂
は
ま
た
、
古
く
か
ら

塩
の
産
地
と
し
て
栄
え
て
き

ま
し
た
。
博
物
館
の
愛
称
は

「
塩
と
義
士
の
館
」。
常
設
展

示
は
開
館
当
初
か
ら
、「
塩
」

「
城
と
城
下
町
」「
義
士
」「
旧

上
水
道
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
企
画
を
練
っ
た
特
別
展
を

年
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
い
て

忠臣蔵の文化を紹介する赤穂義士コーナー

神
社
が
あ
り
ま
す
。
12
月
14
日

の
「
討
入
り
」
の
日
は
、
こ
の

神
社
で
の
お
祭
り
の
後
、
義
士

装
束
の
四
十
七
士
が
市
内
を
練

り
歩
く
「
義
士
行
列
」
が
催
さ

れ
ま
す
。

　
同
神
社
の
義
士
史
料
館
は
、

義
士
宝
物
殿
、
同
別
館
、
義
士

木
像
奉
安
殿
、
大
石
邸
庭
園
の

４
施
設
あ
り
ま
す
。
討
入
り
に

使
わ
れ
た
道
具
や
義
士
装
束
、

浅
野
家
や
大
石
家
の
宝
物
な
ど

が
見
ら
れ
ま
す
。
義
士
自
刃
か

ら
満
２
５
０
年
を
記
念
し
て
１

９
５
３
年
に
彫
ら
れ
た
と
い
う

お出かけ
ちょっとメモ

赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
「
塩
と
義
士
の
館
」

赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
「
塩
と
義
士
の
館
」

赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
「
塩
と
義
士
の
館
」

赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
「
塩
と
義
士
の
館
」

赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
「
塩
と
義
士
の
館
」

赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
「
塩
と
義
士
の
館
」

赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
「
塩
と
義
士
の
館
」

義
士
木
像
は
、
当
代
一
流
の
木

彫
家
が
一
人
一
体
ず
つ
彫
っ
た

と
い
う
だ
け
あ
り
、
個
性
に
溢

れ
て
い
ま
す
。

上方浮世絵の作品。「大星由良之
助 中村歌右衛門」春曙斎北頂 文
政7年（1824）赤穂義士会蔵

は
「
赤
穂
の
塩
」
コ
ー
ナ
ー
。

塩
廻
船
や
石
釡
の
模
型
、
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
の
製
塩
用
具

を
展
示
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で

の
製
塩
法
の
移
り
変
わ
り
が
学

べ
ま
す
。

　
２
階
は
常
設
の
３
コ
ー
ナ
ー

と
特
別
展
示
室
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
天
守
閣
が
な
い
海
岸
平

城
の
全
景
が
分
か
る
赤
穂
城
の

ジ
オ
ラ
マ
、
義
士
シ
ア
タ
ー
で

は
「
史
実
元
禄
赤
穂
事
件
」
と

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
紹
介
」
の

２
本
の
映
像
（
各
約
12
分
）
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
「
旧
赤
穂
上
水
道
」
の
展
示

や
映
像
で
は
、
井
戸
を
掘
っ
て

も
海
水
が
湧
き
出
た
赤
穂
で
、

江
戸
時
代
に
千
種
川
か
ら
水
を

引
く
大
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
展
示
室
で
は
11
月
19
日

か
ら
12
月
19
日
ま
で
「
上
方
の

忠
臣
蔵
浮
世
絵
」
が
開
か
れ
ま

す
。
浮
世
絵
と
い
え
ば
江
戸
の

も
の
が
一
般
的
で
す
が
、
上
方

（
大
坂・
京
都
）で
も
出
版
さ
れ
、

　
た
つ
の
ア
ー
ト
２
０
２
２
「
龍
野
国
際
映
像

祭
」
が
13
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
美
し
い
城

下
町
が
残
る
た
つ
の
市
龍
野
町
を
舞
台
に
開
か

れ
ま
す
。
世
界
各
国
か
ら
新
進
気
鋭
の
監
督
ら

が
作
品
を
持
ち
寄
り
、
最
新
の
実
験
映
像
や
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
が
楽
し
め
ま
す
。

　
第
３
回
目
の
今
年
は
、
１
１
６
の
国
・
地
域

か
ら
３
３
８
８
作
品
が
集
ま
り
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
た
約
40
作
品
を
上
映
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
監

督
を
含
む
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
グ
ダ
レ
ナ
・
ア
バ

カ
ノ
ヴ
ィ
チ
芸
術
大
学
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
科

に
よ
る
作
品
や
、
昨
年
度
の
受
賞
作
品
、
家
族

で
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を

上
映
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
、
入
退
室
自
由
。

授
賞
式
で
は
優
秀
賞
や
観
客
賞
が
発
表
さ
れ
ま

す
（
参
加
は
要
予
約
）。
こ
の
機
会
に
国
際
映

像
祭
の
雰
囲
気
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇　
　
　
　
◇

【
会
場
】ア
ポ
ロ
ス
タ
ヂ
オ
／
10
時
〜
17
時
（
２

０
２
２
年
度
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
）

ガ
レ
リ
ア
ア
ー
ツ
＆
テ
ィ
ー
／
11
時
〜
18
時

※
19
日（
土・
休
）（
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

わ
の
わ
自
家
焙
煎
珈
琲
／
9
時
30
分
〜
18
時

※
11
月
13
日
㈰
上
映
無
し
（
マ
グ
ダ
レ
ナ
・
ア

バ
カ
ノ
ヴ
ィ
チ
芸
術
大
学
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
選

・
２
０
２
１
年
度
受
賞
作
）

◇　
　
　
　
◇

〈
授
賞
式
〉

【
会
場
】
ア
ポ
ロ
ス
タ
ヂ

オ【
日
時
】
２
０
２
２
年
11

月
19
日
㈯
14
時
45
分
〜
15

時
45
分

※
参
加
無
料
・
要
予
約

（
予
約
方
法
：
以
下
の
フ

ォ
ー
ム
か
らhttps://

onl.bz/PG
XtLu8  

メ
ー
ル
で
も
予
約
可

info@
tatsuno-fest.

com

）
龍野国際映像祭
2022のサイト

116国・地域のノミネート約40作品を一挙上映
最新の実験映像、アニメ作品を楽しもう！

世
界
の
新
鋭
監
督
が
出
品

た
つ
の
ア
ー
ト
2
0
2
2

龍
野
国
際
映
像
祭

大
石
神
社
義
士
史
料
館
の
一

つ
、
義
士
宝
物
殿

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト　

特
別

展
「
上
方
の
忠
臣
蔵
浮
世

絵
」
の
チ
ケ
ッ
ト
を
抽
選
で
５

組
10
人
に
。
応
募
方
法
は
本
紙

２
面
。
11
月
10
日
㈭
必
着
。

第2回龍野国際映像祭授賞式の様子

令和 4年 11月 1日（毎月1回1日発行) ⑷すずかけ・11月号 第425号


